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①
　
暑
い
日
中
で
の
外
出
や
運
動
は
避
け
る

　
睡
眠
不
足
時
や
風
邪
な
ど
体
調
不
良
の
と
き
に
は
体
温
の
調
節
機
能
が
低
下
し
て
い
ま
す
。

②
　
直
射
日
光
を
避
け
体
温
を
上
げ
な
い

　
外
出
時
は
帽
子
を
か
ぶ
る
、
日
傘
を
さ
す
な
ど
し
て
、
直
射
日
光
を
避
け
る
と
と
も
に
、
通

　
気
性
の
良
い
衣
類
を
着
用
し
、
体
温
が
上
が
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

③
　
水
分
及
び
塩
分
の
補
給

　
大
量
の
発
汗
に
よ
り
、
水
分
と
と
も
に
塩
分
も
失
わ
れ
ま
す
。
薄
い
塩
水
も
し
く
は
ス
ポ
ー

　
ツ
ド
リ
ン
ク
を
こ
ま
め
に
飲
み
ま
し
ょ
う
。

④
　
体
力
の
弱
い
子
ど
も
や
高
齢
者
の
方
は
特
に
注
意
が
必
要
で
す

　
体
温
調
節
が
う
ま
く
で
き
ず
に
熱
中
症
に
な
る
ケ
ー
ス
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

①
　
涼
し
い
場
所
に
移
動
す
る

　
高
温
多
湿
な
環
境
か
ら
冷
房
の
効
い
た
室
内
や
日
陰
な
ど
に
移
動
し
ま
し
ょ
う
。

②
　
体
温
を
下
げ
る

　
太
い
血
管
が
通
っ
て
い
る
、
脇
の
下
や
太
も
も
の
内
側
に
冷
た
い
タ
オ
ル
な
ど
を
当
て
る
こ

　
と
で
、
冷
却
さ
れ
た
血
液
が
循
環
し
、
体
温
が
下
が
り
ま
す
。

③
　
衣
服
を
緩
め
る

　
衣
服
を
緩
め
る
こ
と
で
身
体
の
緊
張
が
和
ら
ぐ
と
、
血
液
の
循
環
が
良
く
な
り
、
体
温
を
効

　
果
的
に
下
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

④
　
水
分
及
び
塩
分
の
補
給

　
失
わ
れ
た
水
分
及
び
塩
分
を
補
給
す
る
た
め
、
薄
い
塩
水
も
し
く
は
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
を

　
少
量
ず
つ
数
回
に
分
け
て
与
え
ま
し
ょ
う
。

　
症
状
が
回
復
し
な
い
場
合
は
、
医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
意
識
障
害
が
あ
る

場
合
は
、
生
命
が
危
険
な
兆
候
で
す
。
応
急
処
置
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
た
だ
ち
に
１
１
９

番
通
報
し
、
救
急
車
を
要
請
し
て
く
だ
さ
い
。

消
防
局
救
急
課
　
℡
２
２
２
‐
０
１
６
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川越地区消防組合

平成23年度予算　　4,726,780,000円 消防局総務課　TEL 222-0741

歳 入

歳 出
※比率（％）の合計は、端数処理の関係で100％とならない場合があります。「0.0」は、該当数値はあるが表示単位未満のものです。

　緊急消防援助隊とは、大規模な災害等で被災した都道府県内の消防力
だけでは対応が困難な場合に、総務省消防庁長官の指示や求めにより出
動する応援部隊です。
　平成７年１月の阪神・淡路大震災を契機に、全国の消防機関による迅
速な消防応援を実施するため、平成７年６月に創設されました。
　平成２３年４月１日現在の登録部隊数は、783消防本部4,354隊で、
各地の大規模災害へ出動し、被災地での活動にあたります。
　◎川越地区消防局の登録部隊数　１１隊
　　消火部隊４隊、救助部隊２隊、救急部隊２隊、後方支援部隊２隊、
　　特殊装備部隊（はしご車）１隊
　◎過去の派遣
　　平成１６年　７月：新潟・福島豪雨災害
　　平成１６年１０月：新潟県中越沖地震
　　平成２３年　３月：東日本大震災

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
救
急
活
動
の
協
力
に
対
し
、
消
防
局
長
か
ら
感
謝
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

◎
救
急
活
動
協
力
に
貢
献

・
川
越
市
大
塚
新
田
　
　
　
　
木
幡
育
英
さ
ん

・
同
　
　
吉
田
　
　
　
　
　
　
吉
田
美
津
江
さ
ん

・
入
間
市
東
町
　
　
　
　
　
　
野
沢
有
二
さ
ん

消
防
局
総
務
課
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こ

ば
た
い
く

え
い

よ
し

だ

み

つ

え

の

ざ
わ
ゆ
う

じ

負担金（消防行政を運営するのに必要な負担金（組合を構成する川越市･川島町からの負担金））
使用料及び手数料（消防関係検査等の手数料等）
財産収入（基金運用の利子等）
繰越金（前年度から持ち越されたお金のこと）
諸収入（受託収入等の他の収入科目に含まれないもの）
組合債（金融機関等からの借入金）
歳入合計

4,478,166,000円
4,070,000円
249,000円

20,000,000円
24,795,000円
199,500,000円

4,726,780,000円

（94.7％）
（ 0.1％）
（ 0.0％）
（ 0.4％）
（ 0.5％）
（ 4.2％）

議会費（議員報酬等の議会運営費）
総務費（組合管理者・公平委員・監査委員等の特別職の報酬等の経費）
消防費（消防・救急等に必要な経費および消防施設の建設費等）
公債費（借入金の元金、利子の返済のための経費）
予備費
歳出合計

6,540,000円
3,227,000円

4,412,824,000円
299,689,000円
4,500,000円

4,726,780,000円

（ 0.1％）
（ 0.1％）
（93.4％）
（ 6.3％）
（ 0.1％）

平
成
22
年
度
の
情
報
公
開
制
度
と

個
人
情
報
保
護
制
度
の
運
用
状
況
報
告

○
情
報
公
開
制
度
の
運
用
状
況

　
住
民
の
皆
さ
ん
の
組
合
行
政
へ
の
参
加
促
進
と
開
か

れ
た
組
合
行
政
の
推
進
の
た
め
、
請
求
・
申
出
に
対
し
、

組
合
で
保
有
し
て
い
る
公
文
書
を
公
開
す
る
「
情
報
公

開
制
度
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
22
年
度
の
実
施
機
関
別
の
決
定
件
数
は
、
左
表

の
と
お
り
で
す
。

○
個
人
情
報
保
護
制
度
の
運
用
状
況

　
住
民
の
皆
さ
ん
の
権
利
や
利
益
の
保
護
と
、
公
正
で

信
頼
さ
れ
る
組
合
行
政
の
推
進
の
た
め
、
組
合
が
保
有

す
る
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
ル
ー
ル
を
定
め
、

個
人
情
報
の
開
示
・
訂
正
な
ど
を
請
求
す
る
権
利
を
保

障
す
る
「
個
人
情
報
保
護
制
度
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
22
年
度
の
実
施
機
関
別
の
決
定
件
数
は
、
左
表

の
と
お
り
で
す
。
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虹色通信　～ 緊急消防援助隊とは… ～

2011年度全国統一防火標語　消したはず 決めつけないで もう一度2011年度全国統一防火標語　消したはず 決めつけないで もう一度

　
今
年
も
ま
た
、
暑
い
夏
が
や
っ
て
き
ま
す
。

全
国
的
な
節
電
の
実
施
に
よ
り
、
高
温
多
湿

に
な
っ
た
室
内
で
の
熱
中
症
が
増
加
す
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
　

　
熱
中
症
は
、
高
温
多
湿
の
環
境
下
に
お
い

て
体
温
を
下
げ
る
た
め
の
汗
が
蒸
発
し
な
い

た
め
、
皮
膚
か
ら
の
放
熱
が
で
き
ず
、
体
温

調
節
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
が
主
な
原
因
で

発
症
し
、
気
分
不
快
、
吐
き
気
、
頭
痛
、
め

ま
い
、
け
い
れ
ん
、
筋
肉
の
痛
み
な
ど
の
症

状
が
生
じ
、
と
き
に
は
死
に
至
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。

　
で
は
、
熱
中
症
対
策
は
ど
の
よ
う
な
こ
と

に
注
意
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
？

【
熱
中
症
に
な
ら
な
い
た
め
に
】

【
熱
中
症
に
か
か
っ
た
ら
】

〜
体
温
を
上
げ
な
い
〜

〜
体
温
を
下
げ
る
〜

熱中症には迅速な応急処置が必要です。

節電対策中の室内、屋内の熱中症にご注意！

実 施 機 関
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情報公開制度の実施機関別決定件数（件）

実 施 機 関

議 会

管 理 者

消 防 長

公平委員会

監 査 委 員

合 計

全部開示
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非 開 示

0

0
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0
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0

0
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4

個人情報保護制度の実施機関別決定件数（件）

※ 訂正などの請求は、ありませんでした。
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救
急
医
療
週
間
が
は
じ
ま
り
ま
す

　
９
月
９
日
は
、
救
急
の
日
で
す
。
ま
た
、
９
月
９
日
を

含
む
１
週
間
を
「
救
急
医
療
週
間
」
と
し
、
全
国
で
様
々

な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
当
消
防
局
で
は
、
今
年

度
も
救
急
の
日
の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

開
　

催
　

日
　
９
月
10
日
㈯

【
屋
内
イ
ベ
ン
ト
】

・
上
級
救
命
講
習
を
実
施
し
ま
す

　
胸
骨
圧
迫
（
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
）
と
人
工
呼
吸
、
Ａ
Ｅ

Ｄ
使
用
法
、
ま
た
、
ケ
ガ
や
急
病
の
際
の
応
急
手
当
（
固

定
法
・
止
血
法
・
体
位
管
理
）
を
学
び
ま
す
。

※

受
講
者
に
は
、
修
了
証
を
交
付
し
ま
す
。

開
催
時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

開
催
場
所
　
川
越
地
区
消
防
局
　
３
階
講
堂
（
川
越
市
神

　
　
　
　
　
明
町
）

対
　
　
象
　
中
学
生
以
上
で
、
川
越
市
・
川
島
町
在
住
か

　
　
　
　
　
在
勤
又
は
在
学
の
方

定
　
　
員
　
先
着
30
人

申
し
込
み
　
６
月
20
日
㈪
午
前
10
時
か
ら
、
電
話
に
て
受

　
　
　
　
　
付
い
た
し
ま
す
。

受
付
時
間
　
平
日
の
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　※

日
程
、
場
所
等
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
変
更
す
る
場
合
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
り
ま
す
の
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
前
に
問
い
合
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
だ
さ
い
。

2011年度全国統一防火標語 消したはず 決めつけないで もう一度2011年度全国統一防火標語 消したはず 決めつけないで もう一度
　
川
越
地
区
消
防
局
で
は
、
平
成
23
年
３
月
11
日
㈮
に
発

生
し
た
「
東
日
本
大
震
災
」
に
つ
い
て
、
同
日
21
時
13
分
、

消
防
庁
長
官
か
ら
の
出
動
の
指
示
を
受
け
、
緊
急
消
防
援

助
隊
と
し
て
消
火
部
隊
、
救
助
部
隊
、
救
急
部
隊
、
後
方

支
援
部
隊
の
４
隊
18
名
を
、
岩
手
県
陸
前
高
田
市
へ
派
遣

し
ま
し
た
。

　
派
遣
さ
れ
た
隊
員
は
、
同
市
内
の
津
波
に
よ
り
大
き
な

被
害
を
受
け
た
地
区
を
中
心
に
、
懸
命
な
検
索
救
助
活
動

の
ほ
か
、
避
難
所
や
病
院
か
ら
の
要
請
に
よ
る
救
急
活
動

を
実
施
し
ま
し
た
。

　
岩
手
県
へ
の
派
遣
は
３
月
31
日
㈭
ま
で
続
き
、
４
回
の

大
地
震
が
起
こ
っ
た
と
き
の
１
１
９
番
通
報

　
川
越
地
区
消
防
局
庁
舎
内
に
あ
る
通
信
指
令
室
で
は
、

川
越
市
・
川
島
町
か
ら
通
報
さ
れ
る
す
べ
て
の
１
１
９
番

通
報
を
24
時
間
体
制
で
受
信
し
災
害
対
応
を
し
て
お
り
ま

す
が
、
大
地
震
の
よ
う
な
広
範
囲
な
災
害
が
発
生
し
た
場

合
は
、
電
話
の
使
用
に
通
信
規
制
が
か
か
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
で
は
一
般
家
庭

の
電
話
が
繋
が
り
に
く
い

場
合
で
も
、
公
衆
電
話
は

優
先
的
に
通
じ
る
よ
う
に

し
て
あ
る
の
で
、
緊
急
の

際
は
公
衆
電
話
（
料
金
不

要
）
か
ら
１
１
９
番
通
報

を
す
る
か
、
最
寄
り
の
消

防
署
に
駆
け
つ
け
て
通
報

す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
地
震
発
生
直
後
に
は
１
１
９
番
通
報
で
の
、
電

気
・
ガ
ス
・
水
道
等
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
に
関
す
る
連
絡
先

の
問
い
合
せ
を
数
多
く
受
信
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
緊
急

通
報
以
外
の
問
い
合
せ
が
相
次
ぐ
と
、
１
１
９
番
通
報
が

繋
が
り
に
く
く
な
り
、
助
け
を
求
め
て
い
る
方
へ
の
対
応

が
遅
れ
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

等
に
関
す
る
緊
急
連
絡
先
は
事
前
に
控
え
て
お
く
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

　
１
１
９
番
通
報
を
す
る
と
き
は
、
火
事
や
事
故
、
急
病

等
で
消
防
車
や
救
急
車
が
向
か
う
住
所
と
、
現
在
の
状
況

を
落
ち
着
い
て
、
で
き
る
だ
け
詳
し
く
教
え
て
く
だ
さ
い
。

あ
わ
て
て
し
ま
っ
て
「
と
に
か
く
早
く
来
て
！
」
と
だ
け

言
っ
て
電
話
を
切
っ
て
し
ま
う
と
、
消
防
車
や
救
急
車
の

到
着
が
か
え
っ
て
遅
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

指
令
管
制
員
の
問
い
か
け
に
落
ち
着
い
て
答
え
る
よ
う
に

通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

　
皆
さ
ん
の
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

消
防
局
指
揮
統
制
課
　
℡
２
２
２‐

０
７
０
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「
東
日
本
大
震
災
」発
生
に
伴
い
、被
災
地
に
緊
急
消
防
援
助
隊
を
派
遣

住
宅
用
火
災
警
報
器
の

　
悪
質
訪
問
販
売
に
ご
注
意
を
！！

夏
の
風
物
詩
　
花
火
を
楽
し
も
う

隊
員
交
代
に
よ
り
、
延
べ
82
名
の
隊
員
を
派
遣
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
３
月
25
日
㈮
20
時
40
分
、
福
島
県
へ
の
出
動

の
指
示
を
受
け
、
４
月
６
日
㈬
か
ら
緊
急
消
防
援
助
隊
と

し
て
救
急
部
隊
、
後
方
支
援
部
隊
の
２
隊
８
名
を
福
島
県

へ
派
遣
し
、
福
島
県
相
馬
市
、
南
相
馬
市
に
お
い
て
救
急

活
動
支
援
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
福
島
県
へ
の
派
遣
は
５
月
４
日
㈬
ま
で
に
４
回
の
隊
員

交
代
に
よ
り
、
延
べ
36
名
を
派
遣
し
、
今
後
も
継
続
さ
れ

る
予
定
で
す
。

※

緊
急
消
防
援
助
隊
に
つ
い
て
は
、
４
ペ
ー
ジ
の
虹
色
通

　
信
で
詳
し
く
説
明
し
て
お
り
ま
す
。

消
防
局
警
防
課
　
℡
２
２
２‐

５
８
９
１

昨年度の上級救命講習修了者集合写真

被災地の集結場所にて出動に備える
緊急消防援助隊埼玉県隊の消防車両

大量のがれきの中、検索救助活動にあたる緊急消防援助隊埼玉県隊

　
埼
玉
県
内
で
は
２
月
か
ら
３
月
に
か
け
、
７
件
の
悪
質

訪
問
販
売
に
よ
る
被
害
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
い
ず
れ
も
消
防
職
員
や
業
者
な
ど
を
装
っ
て
、
言
葉
巧

み
に
高
額
で
売
り
つ
け
る
も
の
で
す
。
被
害
金
額
も
１
回

で
数
万
円
か
ら
数
十
万
円
に
達
し
て
い
ま
す
（
事
例
の
詳

細
は
当
消
防
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
）
。

　
今
の
と
こ
ろ
当
消
防
局
管
内

で
の
被
害
は
報
告
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
が
、
い
つ
自
分
の
身

に
降
り
か
か
る
と
も
限
り
ま

せ
ん
。
油
断
は
大
敵
で
す
！

　
次
の
こ
と
に
注
意
を
お
願

い
し
ま
す
。

①
消
防
職
員
、
市
町
村
職
員
等
を
装
う
。

　
消
防
職
員
等
が
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
販
売
や
点
検
を

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
特
定
の
業
者
に
販
売

や
点
検
の
依
頼
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

②
恐
怖
心
を
あ
お
る
、
お
ど
す
。

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
未
設
置
に
つ
い
て
は
、
現
在
の

と
こ
ろ
罰
金
な
ど
の
罰
則
は
あ
り
ま
せ
ん
。

③
特
別
価
格
を
強
調
す
る
。

　
機
器
に
も
よ
り
ま
す
が
、
値
段
の
相
場
は
四
千
円
か
ら

一
万
円
が
中
心
で
す
。
ま
た
、
機
器
自
体
が
安
く
て
も
取

り
付
け
費
用
と
し
て
法
外
な
値
段
を
請
求
し
て
く
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。

④
考
え
る
時
間
を
与
え
な
い
。

　
言
葉
巧
み
に
住
宅
内
に
入
り
込
み
、
勝
手
に
住
宅
用
火

災
警
報
器
を
設
置
し
、
金
銭
を
要
求
す
る
ケ
ー
ス
や
、
お

金
を
払
わ
せ
た
後
、
そ
の
場
を
立
ち
去
り
、
行
方
を
く
ら

ま
せ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

消
防
局
予
防
課
　
℡
２
２
２‐

０
７
４
４

【
屋
外
イ
ベ
ン
ト
】

・
消
防
音
楽
隊
に
よ
る
演
奏
会
♪

・
救
急
車
及
び
消
防
車
の
展
示

・
救
急
救
命
処
置
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

　
シ
ョ
ン

・
心
肺
蘇
生
法
の
体
験

・
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動

　
器
）
の
取
り
扱
い

開
催
時
間
　
午
前
10
時
〜
午
後
２
時

開
催
場
所
　
ウ
ニ
ク
ス
南
古
谷
イ
ベ

　
　
　
　
　
ン
ト
会
場
（
川
越
市
泉
町
）

消
防
局
救
急
課
　
℡
２
２
２
‐
０
１
６
０

　
夏
の
風
物
詩
「
花
火
」
。
い
よ
い
よ
子
ど
も
た
ち
に
と

っ
て
楽
し
み
な
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
気
軽
に

楽
し
め
る
花
火
も
取
り
扱
い
を
誤
る
と
や
け
ど
や
火
事
な

ど
の
事
故
に
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。
実
際
に
花
火
が
原

因
の
火
災
は
、
全
国
で
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
や
け
ど
や
火
事
な
ど
の
事
故
が
起
き
な
い
よ
う
次
の
こ

と
に
十
分
注
意
し
、
夏
の
楽
し
い
思
い
出
に
し
ま
し
ょ
う
。

①
天
気
の
様
子
を
み
て
、
風
の
強
い
と
き
は
花
火
を
し
な

　
い
よ
う
に
し
よ
う
。

②
燃
え
や
す
い
も
の
が
な
く
、
広
く
て

　
安
全
な
場
所
を
選
ぼ
う
。

③
子
ど
も
だ
け
で
な
く

　
大
人
と
一
緒
に
遊
ぼ
う
。

④
説
明
書
を
よ
く
読
み
、

　
注
意
事
項
を
必
ず
守
ろ
う
。

⑤
水
バ
ケ
ツ
を
用
意
し
、
遊
び

　
終
わ
っ
た
花
火
は
必
ず
水
に
つ
け
る
よ
う
に
し
よ
う
。

消
防
局
予
防
課
　
℡
２
２
２‐

０
７
４
４

上級救命講習の
申し込み先電話番号

【消防局救急課】
℡049‐222‐0160

〜「
私
は
、大
丈
夫
」と

過
信
し
て
い
ま
せ
ん
か
？
〜
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救
急
医
療
週
間
が
は
じ
ま
り
ま
す

　
９
月
９
日
は
、
救
急
の
日
で
す
。
ま
た
、
９
月
９
日
を

含
む
１
週
間
を
「
救
急
医
療
週
間
」
と
し
、
全
国
で
様
々

な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
当
消
防
局
で
は
、
今
年

度
も
救
急
の
日
の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

開
　

催
　

日
　
９
月
10
日
㈯

【
屋
内
イ
ベ
ン
ト
】

・
上
級
救
命
講
習
を
実
施
し
ま
す

　
胸
骨
圧
迫
（
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
）
と
人
工
呼
吸
、
Ａ
Ｅ

Ｄ
使
用
法
、
ま
た
、
ケ
ガ
や
急
病
の
際
の
応
急
手
当
（
固

定
法
・
止
血
法
・
体
位
管
理
）
を
学
び
ま
す
。

※

受
講
者
に
は
、
修
了
証
を
交
付
し
ま
す
。

開
催
時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

開
催
場
所
　
川
越
地
区
消
防
局
　
３
階
講
堂
（
川
越
市
神

　
　
　
　
　
明
町
）

対
　
　
象
　
中
学
生
以
上
で
、
川
越
市
・
川
島
町
在
住
か

　
　
　
　
　
在
勤
又
は
在
学
の
方

定
　
　
員
　
先
着
30
人

申
し
込
み
　
６
月
20
日
㈪
午
前
10
時
か
ら
、
電
話
に
て
受

　
　
　
　
　
付
い
た
し
ま
す
。

受
付
時
間
　
平
日
の
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　※

日
程
、
場
所
等
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
変
更
す
る
場
合
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
り
ま
す
の
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
前
に
問
い
合
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
だ
さ
い
。

2011年度全国統一防火標語 消したはず 決めつけないで もう一度2011年度全国統一防火標語 消したはず 決めつけないで もう一度
　
川
越
地
区
消
防
局
で
は
、
平
成
23
年
３
月
11
日
㈮
に
発

生
し
た
「
東
日
本
大
震
災
」
に
つ
い
て
、
同
日
21
時
13
分
、

消
防
庁
長
官
か
ら
の
出
動
の
指
示
を
受
け
、
緊
急
消
防
援

助
隊
と
し
て
消
火
部
隊
、
救
助
部
隊
、
救
急
部
隊
、
後
方

支
援
部
隊
の
４
隊
18
名
を
、
岩
手
県
陸
前
高
田
市
へ
派
遣

し
ま
し
た
。

　
派
遣
さ
れ
た
隊
員
は
、
同
市
内
の
津
波
に
よ
り
大
き
な

被
害
を
受
け
た
地
区
を
中
心
に
、
懸
命
な
検
索
救
助
活
動

の
ほ
か
、
避
難
所
や
病
院
か
ら
の
要
請
に
よ
る
救
急
活
動

を
実
施
し
ま
し
た
。

　
岩
手
県
へ
の
派
遣
は
３
月
31
日
㈭
ま
で
続
き
、
４
回
の

大
地
震
が
起
こ
っ
た
と
き
の
１
１
９
番
通
報

　
川
越
地
区
消
防
局
庁
舎
内
に
あ
る
通
信
指
令
室
で
は
、

川
越
市
・
川
島
町
か
ら
通
報
さ
れ
る
す
べ
て
の
１
１
９
番

通
報
を
24
時
間
体
制
で
受
信
し
災
害
対
応
を
し
て
お
り
ま

す
が
、
大
地
震
の
よ
う
な
広
範
囲
な
災
害
が
発
生
し
た
場

合
は
、
電
話
の
使
用
に
通
信
規
制
が
か
か
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
で
は
一
般
家
庭

の
電
話
が
繋
が
り
に
く
い

場
合
で
も
、
公
衆
電
話
は

優
先
的
に
通
じ
る
よ
う
に

し
て
あ
る
の
で
、
緊
急
の

際
は
公
衆
電
話
（
料
金
不

要
）
か
ら
１
１
９
番
通
報

を
す
る
か
、
最
寄
り
の
消

防
署
に
駆
け
つ
け
て
通
報

す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
地
震
発
生
直
後
に
は
１
１
９
番
通
報
で
の
、
電

気
・
ガ
ス
・
水
道
等
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
に
関
す
る
連
絡
先

の
問
い
合
せ
を
数
多
く
受
信
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
緊
急

通
報
以
外
の
問
い
合
せ
が
相
次
ぐ
と
、
１
１
９
番
通
報
が

繋
が
り
に
く
く
な
り
、
助
け
を
求
め
て
い
る
方
へ
の
対
応

が
遅
れ
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

等
に
関
す
る
緊
急
連
絡
先
は
事
前
に
控
え
て
お
く
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

　
１
１
９
番
通
報
を
す
る
と
き
は
、
火
事
や
事
故
、
急
病

等
で
消
防
車
や
救
急
車
が
向
か
う
住
所
と
、
現
在
の
状
況

を
落
ち
着
い
て
、
で
き
る
だ
け
詳
し
く
教
え
て
く
だ
さ
い
。

あ
わ
て
て
し
ま
っ
て
「
と
に
か
く
早
く
来
て
！
」
と
だ
け

言
っ
て
電
話
を
切
っ
て
し
ま
う
と
、
消
防
車
や
救
急
車
の

到
着
が
か
え
っ
て
遅
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

指
令
管
制
員
の
問
い
か
け
に
落
ち
着
い
て
答
え
る
よ
う
に

通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

　
皆
さ
ん
の
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

消
防
局
指
揮
統
制
課
　
℡
２
２
２‐

０
７
０
０

「
東
日
本
大
震
災
」発
生
に
伴
い
、被
災
地
に
緊
急
消
防
援
助
隊
を
派
遣

住
宅
用
火
災
警
報
器
の

　
悪
質
訪
問
販
売
に
ご
注
意
を
！！

夏
の
風
物
詩
　
花
火
を
楽
し
も
う

隊
員
交
代
に
よ
り
、
延
べ
82
名
の
隊
員
を
派
遣
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
３
月
25
日
㈮
20
時
40
分
、
福
島
県
へ
の
出
動

の
指
示
を
受
け
、
４
月
６
日
㈬
か
ら
緊
急
消
防
援
助
隊
と

し
て
救
急
部
隊
、
後
方
支
援
部
隊
の
２
隊
８
名
を
福
島
県

へ
派
遣
し
、
福
島
県
相
馬
市
、
南
相
馬
市
に
お
い
て
救
急

活
動
支
援
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
福
島
県
へ
の
派
遣
は
５
月
４
日
㈬
ま
で
に
４
回
の
隊
員

交
代
に
よ
り
、
延
べ
36
名
を
派
遣
し
、
今
後
も
継
続
さ
れ

る
予
定
で
す
。

※

緊
急
消
防
援
助
隊
に
つ
い
て
は
、
４
ペ
ー
ジ
の
虹
色
通

　
信
で
詳
し
く
説
明
し
て
お
り
ま
す
。

消
防
局
警
防
課
　
℡
２
２
２‐

５
８
９
１

昨年度の上級救命講習修了者集合写真

被災地の集結場所にて出動に備える
緊急消防援助隊埼玉県隊の消防車両

大量のがれきの中、検索救助活動にあたる緊急消防援助隊埼玉県隊

　
埼
玉
県
内
で
は
２
月
か
ら
３
月
に
か
け
、
７
件
の
悪
質

訪
問
販
売
に
よ
る
被
害
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
い
ず
れ
も
消
防
職
員
や
業
者
な
ど
を
装
っ
て
、
言
葉
巧

み
に
高
額
で
売
り
つ
け
る
も
の
で
す
。
被
害
金
額
も
１
回

で
数
万
円
か
ら
数
十
万
円
に
達
し
て
い
ま
す
（
事
例
の
詳

細
は
当
消
防
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
）
。

　
今
の
と
こ
ろ
当
消
防
局
管
内

で
の
被
害
は
報
告
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
が
、
い
つ
自
分
の
身

に
降
り
か
か
る
と
も
限
り
ま

せ
ん
。
油
断
は
大
敵
で
す
！

　
次
の
こ
と
に
注
意
を
お
願

い
し
ま
す
。

①
消
防
職
員
、
市
町
村
職
員
等
を
装
う
。

　
消
防
職
員
等
が
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
販
売
や
点
検
を

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
特
定
の
業
者
に
販
売

や
点
検
の
依
頼
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

②
恐
怖
心
を
あ
お
る
、
お
ど
す
。

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
未
設
置
に
つ
い
て
は
、
現
在
の

と
こ
ろ
罰
金
な
ど
の
罰
則
は
あ
り
ま
せ
ん
。

③
特
別
価
格
を
強
調
す
る
。

　
機
器
に
も
よ
り
ま
す
が
、
値
段
の
相
場
は
四
千
円
か
ら

一
万
円
が
中
心
で
す
。
ま
た
、
機
器
自
体
が
安
く
て
も
取

り
付
け
費
用
と
し
て
法
外
な
値
段
を
請
求
し
て
く
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。

④
考
え
る
時
間
を
与
え
な
い
。

　
言
葉
巧
み
に
住
宅
内
に
入
り
込
み
、
勝
手
に
住
宅
用
火

災
警
報
器
を
設
置
し
、
金
銭
を
要
求
す
る
ケ
ー
ス
や
、
お

金
を
払
わ
せ
た
後
、
そ
の
場
を
立
ち
去
り
、
行
方
を
く
ら

ま
せ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

消
防
局
予
防
課
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【
屋
外
イ
ベ
ン
ト
】

・
消
防
音
楽
隊
に
よ
る
演
奏
会
♪

・
救
急
車
及
び
消
防
車
の
展
示

・
救
急
救
命
処
置
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

　
シ
ョ
ン

・
心
肺
蘇
生
法
の
体
験

・
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動

　
器
）
の
取
り
扱
い

開
催
時
間
　
午
前
10
時
〜
午
後
２
時

開
催
場
所
　
ウ
ニ
ク
ス
南
古
谷
イ
ベ

　
　
　
　
　
ン
ト
会
場
（
川
越
市
泉
町
）

消
防
局
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課
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夏
の
風
物
詩
「
花
火
」
。
い
よ
い
よ
子
ど
も
た
ち
に
と

っ
て
楽
し
み
な
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
気
軽
に

楽
し
め
る
花
火
も
取
り
扱
い
を
誤
る
と
や
け
ど
や
火
事
な

ど
の
事
故
に
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。
実
際
に
花
火
が
原

因
の
火
災
は
、
全
国
で
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
や
け
ど
や
火
事
な
ど
の
事
故
が
起
き
な
い
よ
う
次
の
こ

と
に
十
分
注
意
し
、
夏
の
楽
し
い
思
い
出
に
し
ま
し
ょ
う
。

①
天
気
の
様
子
を
み
て
、
風
の
強
い
と
き
は
花
火
を
し
な

　
い
よ
う
に
し
よ
う
。

②
燃
え
や
す
い
も
の
が
な
く
、
広
く
て

　
安
全
な
場
所
を
選
ぼ
う
。

③
子
ど
も
だ
け
で
な
く

　
大
人
と
一
緒
に
遊
ぼ
う
。

④
説
明
書
を
よ
く
読
み
、

　
注
意
事
項
を
必
ず
守
ろ
う
。

⑤
水
バ
ケ
ツ
を
用
意
し
、
遊
び

　
終
わ
っ
た
花
火
は
必
ず
水
に
つ
け
る
よ
う
に
し
よ
う
。

消
防
局
予
防
課
　
℡
２
２
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上級救命講習の
申し込み先電話番号

【消防局救急課】
℡049‐222‐0160

〜「
私
は
、大
丈
夫
」と

過
信
し
て
い
ま
せ
ん
か
？
〜
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①
　
暑
い
日
中
で
の
外
出
や
運
動
は
避
け
る

　
睡
眠
不
足
時
や
風
邪
な
ど
体
調
不
良
の
と
き
に
は
体
温
の
調
節
機
能
が
低
下
し
て
い
ま
す
。

②
　
直
射
日
光
を
避
け
体
温
を
上
げ
な
い

　
外
出
時
は
帽
子
を
か
ぶ
る
、
日
傘
を
さ
す
な
ど
し
て
、
直
射
日
光
を
避
け
る
と
と
も
に
、
通

　
気
性
の
良
い
衣
類
を
着
用
し
、
体
温
が
上
が
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

③
　
水
分
及
び
塩
分
の
補
給

　
大
量
の
発
汗
に
よ
り
、
水
分
と
と
も
に
塩
分
も
失
わ
れ
ま
す
。
薄
い
塩
水
も
し
く
は
ス
ポ
ー

　
ツ
ド
リ
ン
ク
を
こ
ま
め
に
飲
み
ま
し
ょ
う
。

④
　
体
力
の
弱
い
子
ど
も
や
高
齢
者
の
方
は
特
に
注
意
が
必
要
で
す

　
体
温
調
節
が
う
ま
く
で
き
ず
に
熱
中
症
に
な
る
ケ
ー
ス
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

①
　
涼
し
い
場
所
に
移
動
す
る

　
高
温
多
湿
な
環
境
か
ら
冷
房
の
効
い
た
室
内
や
日
陰
な
ど
に
移
動
し
ま
し
ょ
う
。

②
　
体
温
を
下
げ
る

　
太
い
血
管
が
通
っ
て
い
る
、
脇
の
下
や
太
も
も
の
内
側
に
冷
た
い
タ
オ
ル
な
ど
を
当
て
る
こ

　
と
で
、
冷
却
さ
れ
た
血
液
が
循
環
し
、
体
温
が
下
が
り
ま
す
。

③
　
衣
服
を
緩
め
る

　
衣
服
を
緩
め
る
こ
と
で
身
体
の
緊
張
が
和
ら
ぐ
と
、
血
液
の
循
環
が
良
く
な
り
、
体
温
を
効

　
果
的
に
下
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

④
　
水
分
及
び
塩
分
の
補
給

　
失
わ
れ
た
水
分
及
び
塩
分
を
補
給
す
る
た
め
、
薄
い
塩
水
も
し
く
は
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
を

　
少
量
ず
つ
数
回
に
分
け
て
与
え
ま
し
ょ
う
。

　
症
状
が
回
復
し
な
い
場
合
は
、
医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
意
識
障
害
が
あ
る

場
合
は
、
生
命
が
危
険
な
兆
候
で
す
。
応
急
処
置
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
た
だ
ち
に
１
１
９

番
通
報
し
、
救
急
車
を
要
請
し
て
く
だ
さ
い
。

消
防
局
救
急
課
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川越地区消防組合

平成23年度予算　　4,726,780,000円 消防局総務課　TEL 222-0741

歳 入

歳 出
※比率（％）の合計は、端数処理の関係で100％とならない場合があります。「0.0」は、該当数値はあるが表示単位未満のものです。

　緊急消防援助隊とは、大規模な災害等で被災した都道府県内の消防力
だけでは対応が困難な場合に、総務省消防庁長官の指示や求めにより出
動する応援部隊です。
　平成７年１月の阪神・淡路大震災を契機に、全国の消防機関による迅
速な消防応援を実施するため、平成７年６月に創設されました。
　平成２３年４月１日現在の登録部隊数は、783消防本部4,354隊で、
各地の大規模災害へ出動し、被災地での活動にあたります。
　◎川越地区消防局の登録部隊数　１１隊
　　消火部隊４隊、救助部隊２隊、救急部隊２隊、後方支援部隊２隊、
　　特殊装備部隊（はしご車）１隊
　◎過去の派遣
　　平成１６年　７月：新潟・福島豪雨災害
　　平成１６年１０月：新潟県中越沖地震
　　平成２３年　３月：東日本大震災

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
救
急
活
動
の
協
力
に
対
し
、
消
防
局
長
か
ら
感
謝
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

◎
救
急
活
動
協
力
に
貢
献

・
川
越
市
大
塚
新
田
　
　
　
　
木
幡
育
英
さ
ん

・
同
　
　
吉
田
　
　
　
　
　
　
吉
田
美
津
江
さ
ん

・
入
間
市
東
町
　
　
　
　
　
　
野
沢
有
二
さ
ん

消
防
局
総
務
課
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２
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こ

ば
た
い
く

え
い

よ
し

だ

み

つ

え

の

ざ
わ
ゆ
う

じ

負担金（消防行政を運営するのに必要な負担金（組合を構成する川越市･川島町からの負担金））
使用料及び手数料（消防関係検査等の手数料等）
財産収入（基金運用の利子等）
繰越金（前年度から持ち越されたお金のこと）
諸収入（受託収入等の他の収入科目に含まれないもの）
組合債（金融機関等からの借入金）
歳入合計

4,478,166,000円
4,070,000円
249,000円

20,000,000円
24,795,000円
199,500,000円

4,726,780,000円

（94.7％）
（ 0.1％）
（ 0.0％）
（ 0.4％）
（ 0.5％）
（ 4.2％）

議会費（議員報酬等の議会運営費）
総務費（組合管理者・公平委員・監査委員等の特別職の報酬等の経費）
消防費（消防・救急等に必要な経費および消防施設の建設費等）
公債費（借入金の元金、利子の返済のための経費）
予備費
歳出合計

6,540,000円
3,227,000円

4,412,824,000円
299,689,000円
4,500,000円

4,726,780,000円

（ 0.1％）
（ 0.1％）
（93.4％）
（ 6.3％）
（ 0.1％）

平
成
22
年
度
の
情
報
公
開
制
度
と

個
人
情
報
保
護
制
度
の
運
用
状
況
報
告

○
情
報
公
開
制
度
の
運
用
状
況

　
住
民
の
皆
さ
ん
の
組
合
行
政
へ
の
参
加
促
進
と
開
か

れ
た
組
合
行
政
の
推
進
の
た
め
、
請
求
・
申
出
に
対
し
、

組
合
で
保
有
し
て
い
る
公
文
書
を
公
開
す
る
「
情
報
公

開
制
度
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
22
年
度
の
実
施
機
関
別
の
決
定
件
数
は
、
左
表

の
と
お
り
で
す
。

○
個
人
情
報
保
護
制
度
の
運
用
状
況

　
住
民
の
皆
さ
ん
の
権
利
や
利
益
の
保
護
と
、
公
正
で

信
頼
さ
れ
る
組
合
行
政
の
推
進
の
た
め
、
組
合
が
保
有

す
る
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
ル
ー
ル
を
定
め
、

個
人
情
報
の
開
示
・
訂
正
な
ど
を
請
求
す
る
権
利
を
保

障
す
る
「
個
人
情
報
保
護
制
度
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
22
年
度
の
実
施
機
関
別
の
決
定
件
数
は
、
左
表

の
と
お
り
で
す
。

消
防
局
総
務
課
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虹色通信　～ 緊急消防援助隊とは… ～

2011年度全国統一防火標語　消したはず 決めつけないで もう一度2011年度全国統一防火標語　消したはず 決めつけないで もう一度

　
今
年
も
ま
た
、
暑
い
夏
が
や
っ
て
き
ま
す
。

全
国
的
な
節
電
の
実
施
に
よ
り
、
高
温
多
湿

に
な
っ
た
室
内
で
の
熱
中
症
が
増
加
す
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
　

　
熱
中
症
は
、
高
温
多
湿
の
環
境
下
に
お
い

て
体
温
を
下
げ
る
た
め
の
汗
が
蒸
発
し
な
い

た
め
、
皮
膚
か
ら
の
放
熱
が
で
き
ず
、
体
温

調
節
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
が
主
な
原
因
で

発
症
し
、
気
分
不
快
、
吐
き
気
、
頭
痛
、
め

ま
い
、
け
い
れ
ん
、
筋
肉
の
痛
み
な
ど
の
症

状
が
生
じ
、
と
き
に
は
死
に
至
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。

　
で
は
、
熱
中
症
対
策
は
ど
の
よ
う
な
こ
と

に
注
意
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
？

【
熱
中
症
に
な
ら
な
い
た
め
に
】

【
熱
中
症
に
か
か
っ
た
ら
】

〜
体
温
を
上
げ
な
い
〜

〜
体
温
を
下
げ
る
〜

熱中症には迅速な応急処置が必要です。

節電対策中の室内、屋内の熱中症にご注意！

実 施 機 関

議 会

管 理 者

消 防 長

公平委員会

監 査 委 員

合 計

全部公開

0

0

0

0

0

0

部分公開

0

5

0

0

0

5

非 公 開

0

0

0

0

0

0

取り下げ

0

1

0

0

0

1

合 計

0

6

0

0

0

6

情報公開制度の実施機関別決定件数（件）

実 施 機 関

議 会

管 理 者

消 防 長

公平委員会

監 査 委 員

合 計

全部開示

0

1

0

0

0

1

部分開示

0

3

0

0

0

3

非 開 示

0

0

0

0

0

0

取り下げ

0

0

0

0

0

0

合 計

0

4

0

0

0

4

個人情報保護制度の実施機関別決定件数（件）

※ 訂正などの請求は、ありませんでした。


